
9 月 23 日 島津乃荘に於いて、敬和ヘルス
ケアグループ主催による「第 4回多職種シン
ポジウム」が開催されました 。

これまで 3 回に渡り全国の事故事例をもとにした

ディスカッションなどをグループ内で実施してき

ましたが、 今回は外部事業所様の参加もいただく

形での開催となり、シンポジストも緊張している

様子です。

今後も折に触れ

外部の事業所様

に参加いただく

形とすることで、 
色々な立場・視点

からの意見交換

を期待している

ところです。

開催の際にはぜひ

ご参加ください。
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今回は、議題として認知症の行動障害で起こったにもかかわらず、 判決では責任の所

在が大きく異なる結果となった 2 件の事例を挙げ、 「なぜ そのような判決に至ったの

か」というポイントを、シンポジストは勿論のこと、 参加した傍聴者も、じっくりと

考える良い機会になりました。

その中でそれぞれのシンポジストが共通して触れていたの

は、 『我々は介護（看護）のプロであり、命を扱う仕事であり、『我々は介護（看護）のプロであり、命を扱う仕事であり、

その責任を強く持ち続けなければならない』その責任を強く持ち続けなければならない』 ということで

あり、介護（看護）に携わる者としての強い意志を感じま

した。

シンポジウムは、 戸嶋病院、 「島津乃荘」特別養

護老人ホーム から立候補した 5人のシンポジスト

（看護師・介護福祉士・介護職員）が、2 件の事例  
についてそれぞれの職種の視点で見解を述べ、

傍聴者へ投げかける形で進行しました。
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